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１
．
開
催
年
月
日　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
九
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
二
時
三
十
分 

２
．
開
催
場
所　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会　

四
階　

講
堂

３
．
理
事
現
在
数　

二
十
名（
定
足
数
十
一
名
）　

出
席
理
事
数　

十
六
名　

　
　

出
席
し
た
理
事
の
氏
名　

小
野
裕　

柴
原
勤　

志
塚
徳
行　

福
本
富
雄　

　
　
　

滝
澤
能
直　

諸
橋
泰　

上
條
栄　

中
野
秀
哉　

新
井
康
男　

鷺
谷
政
信

　
　
　

江
川
宏　

小
野
信
市　

佐
藤
一
典　

澤
田
康
則　

松
永
廣
吉　

山
口
石
根

　
　

欠
席
し
た
理
事
の
氏
名　

秋
田
敏
彰　

近
藤
邦
治　

鈴
木
叡　

山
田
晴
比
古

４
．
監
事
現
在
数　

二
名　

出
席
し
た
監
事
の
氏
名　

杉
山
清　

小
池
哲　

二
名

５
．
議
長
の
氏
名　

小
野
裕
会
長

６
．
理
事
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
結
果

　

定
足
数
を
確
認
し
、
定
款
に
基
づ
き
小
野
会
長
が
議
長
と
な
り
、
出
席
理
事
へ
の

謝
辞
と
監
事
二
名
の
出
席
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　

第
１
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

　
　

柴
原
専
務
理
事
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
特
に
審
査
事
業
に
つ
い
て
、
刀
剣
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
増

加
が
継
続
し
て
お
り
、
審
査
料
金
収
入
増
加
は
、
申
請
件
数
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
公
益
事
業
、
法
人
会
計
共
に
黒
字
予
算
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
説
明
し
ま
す
新
刀
剣
博
物
館
建
物
取
得

資
金
と
し
て
「
特
定
資
産
取
得
資
金
」
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
資

金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
を
記
載
し
た
書
類（
案
）」
で
は
、（
１
）当
期
中
、
借

入
れ
に
よ
る
資
金
調
達
の
予
定
は
な
い
。（
２
）設
備
投
資
の
見
込
み
は
当
期
中
に
お

け
る
重
要
な
予
定
が
あ
り
ま
す
。
設
備
投
資
の
内
容
は
「
新
刀
剣
博
物
館
実
施
設
計

料
」。
収
支
ま
た
は
収
支
の
予
定
額
は
「
六
千
六
十
万
円
余
り
」。
資
金
調
達
方
法
ま

た
は
取
得
資
金
の
使
途
は
「
自
己
資
金
（
満
期
に
な
っ
た
国
債
を
基
本
財
産
の
普
通

預
金
に
し
た
も
の
の
取
り
崩
し
）」
で
す
。

　

第
１
号
議
案
は
異
議
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案　

特
定
資
産
取
得
資
金
の
積
立
に
つ
い
て

　

柴
原
専
務
理
事
よ
り
「
新
刀
剣
博
物
館
建
設
費
用
に
充
て
る
『
特
定
資
産
取
得
』

の
た
め
規
程
を
制
定
す
る
件
及
び
本
規
程
に
基
づ
き
『
資
金
の
積
立
』
に
つ
い
て
、

お
諮
り
し
ま
す
。
資
金
の
積
立
に
つ
い
て
は
、
資
料
２
―
２
に
明
ら
か
に
い
た
し
ま

し
た
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
種
々
論
議
の
結
果
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案　

事
務
局
長
事
務
取
扱
の
選
任
に
つ
い
て

　

協
会
の
諸
規
程
に
明
記
さ
れ
て
い
る
事
務
局
長
権
限
の
取
扱
に
つ
い
て
専
務
理
事

が
担
う
こ
と
に
つ
い
て
お
諮
り
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案　

学
芸
部
組
織
改
編
に
つ
い
て

　

柴
原
専
務
理
事
よ
り
学
芸
部
の
効
率
化
、
合
理
化
、
厳
格
化
の
た
め
に
調
査
課
、

た
た
ら
・
伝
統
文
化
推
進
課
、
博
物
館
事
業
課
の
三
課
に
編
制
し
た
い
旨
の
説
明
が

あ
り
、
小
野
会
長（
議
長
）よ
り
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
組
織
改
編
が

必
要
で
あ
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
り
、
質
疑
の
後
、
第
４
号
議
案
は
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

柴
原
専
務
理
事
か
ら
処
務
規
程
及
び
刀
剣
博
物
館
事
業
規
程
は
、
第
４
号
議
案
の

組
織
改
編
に
伴
う
変
更
で
あ
り
、伝
位
授
与
規
程
の
改
正
は
、伝
位
料
に
つ
い
て
「
寄

付
金
」
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
会
計
顧
問
か
ら
の
指
導
に
よ
り
削
除
し
た
い
、
と
の
発

言
が
あ
り
第
５
号
議
案
は
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
審
査
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
七
年
度
の
保
存
・
特
別
保
存
刀
剣
及
び
刀
装
、
刀
装
具
審
査
員
及
び
重

要
・
特
別
重
要
刀
剣
及
び
刀
装
、
刀
装
具
審
査
員
の
委
嘱
及
び
指
名
を
承
認
い
た
だ

き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案　

伝
位
審
議
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

現
在
伝
位
審
議
委
員
は
欠
員
が
で
て
お
り
、
資
料
の
と
お
り
二
名
を
補
充
委
嘱
し

た
い
旨
の
発
言
が
あ
り
、
７
号
議
案
は
全
員
異
議
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

７
．
報
告
事
項

　

資
料
７
に
基
づ
き
小
野
会
長
、
柴
原
専
務
理
事
、
志
塚
常
務
理
事
、
福
本
常
務
理

事
よ
り
業
務
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
平
成
二
十
六
年
度
第
三
回
臨
時
理
事
会
議
事
録
概
要


